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東京都江東区木場1丁目5番65号 

ホームページ：https://www.resona-am.co.jp/ 

＜運用報告書に関するお問い合わせ先＞ 

フリーダイヤル：0120-223351 

（委託会社の営業日の午前９時～午後５時） 
 
お客さまのお取引内容につきましては、購入された販売会社に

お問い合わせください。 

 

 
 

 
第５期（決算日 2026年７月21日）

  

 

  

 
 

運用報告書（全体版） 

受 益 者 の み な さ ま へ 

平素は格別のご愛顧を賜り、厚くお礼申し上げます。 
「九州ＳＤＧｓ・グローバルバランス」は、2026年７月21日に第５期の決算を行いましたので、期中の運用状況ならびに決算のご報告を申し上げます。 
当ファンドにおける九州に関連した運用を行うマザーファンドへの投資比率、特にESG/SDGsを重視した運用を行うマザーファンドへの投資比率、またこ
れらの合計投資比率はマンスリーレポートに記載しています。下記URLをご覧ください。 
https://www.resona-am.co.jp/fund/120025/ 
今後とも一層のお引立てを賜りますよう、お願い申し上げます。 

 

当ファンドの仕組みは次の通りです。 

商 品 分 類 追加型投信／内外／資産複合 

信 託 期 間 2021年11月18日から無期限です。 

運 用 方 針 
主として以下の各マザーファンド受益証券への投資を通じ、実質的に国内、先進国および新興国の債券・株式ならびに国内および先進国の不動産
投資信託証券等への分散投資を行い、安定した収益の確保と信託財産の中長期的な成長を目指して運用を行います。 

主 要 
投 資 対 象 

九州ＳＤＧｓ・グローバルバランス 以下の各マザーファンドの受益証券を主要投資対象とします。 

ＲＭ国内債券マザーファンド（九州重視型） ・わが国の国債および九州の地方公共団体が発行する公募地方債 

ＲＭ米ドル建ＳＤＧｓ債券マザーファンド（為替ヘッジあり） ・米ドル建のＳＤＧｓ債および先進国（日本を除く）の国債 

ＲＭユーロ建ＳＤＧｓ債券マザーファンド（為替ヘッジあり） ・ユーロ建のＳＤＧｓ債および先進国（日本を除く）の国債 

ＲＭ新興国債券マザーファンド 
・ＪＰモルガンＧＢＩ―ＥＭグローバル・ダイバーシファイド（円換算ベース）に採用されている新興国の債券 
・新興国債券の指数を対象指数としたＥＴＦ 

ＲＭ国内株式ＥＳＧマザーファンド 
・国内の金融商品取引所上場株式のうち、ＭＳＣＩ ジャパン ＥＳＧ セレクト・リーダーズ指数（配当込み）
に採用されている株式 

ＲＭ先進国株式ＥＳＧマザーファンド 
・金融商品取引所上場または店頭登録されている日本を除く先進国の株式のうち、ＭＳＣＩ－ＫＯＫＵＳＡＩ 
ＥＳＧ リーダーズ指数（配当込み、円換算ベース）に採用されている株式 

ＲＭ新興国株式マザーファンド 
・金融商品取引所に上場されているまたは店頭登録されている新興国株式等 
・新興国株式の指数を対象指数としたＥＴＦ 

ＲＭ国内リートマザーファンド ・東証ＲＥＩＴ指数（配当込み）に採用されている不動産投資信託証券 

ＲＭ先進国リートマザーファンド 
・先進国（除く日本）の金融商品取引所に上場されているまたは店頭登録されている不動産投資信託証券 
・先進国（除く日本）の金融商品取引所に上場されているまたは店頭登録されている不動産関連株式 
・先進国の不動産投資信託証券に関する指数を対象指数としたＥＴＦ 

主 な 
投 資 制 限 

九州ＳＤＧｓ・グローバルバランス 株式への実質投資割合には、制限を設けません。外貨建資産への実質投資割合には、制限を設けません。 

ＲＭ国内債券マザーファンド（九州重視型） 株式への投資割合は、信託財産の純資産総額の10％以下とします。外貨建資産への投資は行いません。 

ＲＭ米ドル建ＳＤＧｓ債券マザーファンド（為替ヘッジあり） 
株式への投資割合は、信託財産の純資産総額の10％以下とします。外貨建資産への投資割合には、制限を設けま
せん。 

ＲＭユーロ建ＳＤＧｓ債券マザーファンド（為替ヘッジあり） 

ＲＭ新興国債券マザーファンド 

ＲＭ国内株式ＥＳＧマザーファンド 株式への投資割合には、制限を設けません。外貨建資産への投資は行いません。 

ＲＭ先進国株式ＥＳＧマザーファンド 
株式への投資割合には、制限を設けません。外貨建資産への投資割合には、制限を設けません。 

ＲＭ新興国株式マザーファンド 

ＲＭ国内リートマザーファンド 不動産投資信託証券および株式への投資割合には、制限を設けません。外貨建資産への投資は行いません。 

ＲＭ先進国リートマザーファンド 
不動産投資信託証券および株式への投資割合には、制限を設けません。外貨建資産への投資割合には、制限を設け
ません。 

分 配 方 針 
毎決算時に、経費控除後の配当等収益と売買益（評価益を含みます。）等を分配対象額とし、原則として基準価額の水準、市況動向等を勘案して
分配金額を決定します。ただし、分配対象額が少額の場合には分配を行わないことがあります。 

 

九州ＳＤＧｓ・グローバルバランス 
愛称：九州コンチェルト 
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九州ＳＤＧｓ・グローバルバランス 

 
【運用報告書の表記について】 

・ 原則として、各表の数量、金額の単位未満は切捨て、比率は四捨五入で表記しておりますので、表中の個々の数字の合計が合計欄の値と

は一致しないことがあります。ただし、単位未満の数値については小数を表記する場合があります。  

 

○設定以来の運用実績 
 

決 算 期 
基 準 価 額 

株   式 
組 入 比 率 

株   式 
先 物 比 率 

債   券 
組 入 比 率 

投 資 信 託 
証   券 
組 入 比 率 

純 資 産 
総 額 (分配落) 

税 込 み 
分 配 金 

期 中 
騰 落 率 

(設定日) 円 円 ％ ％ ％ ％ ％ 百万円 
2021年11月18日 10,000 － － － － － － 2,064 

１期(2022年７月20日) 9,719 0 △ 2.8 45.2 3.7 41.2 9.7 2,698 
２期(2023年７月20日) 10,411 0 7.1 48.2 2.4 35.2 14.2 2,347 
３期(2024年７月22日) 12,089 0 16.1 51.0 1.8 32.2 14.6 2,039 
４期(2025年７月22日) 12,485 0 3.3 50.9 0.9 32.9 13.9 1,801 
５期(2026年７月21日) 14,885 0 19.2 54.8 1.0 32.0 11.4 1,813  

（注） 設定日の基準価額は、設定時の価額（元本＝10,000円）です。 

（注） 当ファンドは親投資信託を組み入れますので、「株式組入比率」は実質比率を記載しております。 

（注） 当ファンドは親投資信託を組み入れますので、「株式先物比率」は実質比率を記載しております。また、株式先物比率には不動産投信指

数先物比率を含めて表示しております。 

（注） 当ファンドは親投資信託を組み入れますので、「債券組入比率」は実質比率を記載しております。 

（注） 当ファンドは親投資信託を組み入れますので、「投資信託証券組入比率」は実質比率を記載しております。 

（注） 株式先物比率は買い建て比率－売り建て比率。 

（注） 設定日の純資産総額は、設定元本を表示しております。 

（注） 当ファンドの運用方針に対し、適切に比較できる指数が存在しないため、ベンチマークおよび参考指数を設定しておりません。 
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九州ＳＤＧｓ・グローバルバランス 

○当期中の基準価額と市況等の推移 

年 月 日 
基 準 価 額 株   式 

組 入 比 率 
株   式 
先 物 比 率 

債   券 
組 入 比 率 

投 資 信 託 
証   券 
組 入 比 率  騰 落 率 

(期  首) 円 ％ ％ ％ ％ ％ 

2025年７月22日 12,485 － 50.9 0.9 32.9 13.9 

７月末 12,652 1.3 51.5 0.7 32.8 14.0 

８月末 12,750 2.1 50.5 1.1 32.8 14.1 

９月末 13,031 4.4 51.8 0.8 32.6 13.8 

10月末 13,615 9.1 52.2 1.0 32.9 13.8 

11月末 13,708 9.8 51.2 1.1 32.6 14.2 

12月末 13,820 10.7 50.9 1.2 32.7 14.0 

2026年１月末 13,934 11.6 51.3 1.1 32.6 13.8 

２月末 14,295 14.5 51.0 1.3 32.4 14.2 

３月末 13,472 7.9 52.1 1.1 31.8 11.2 

４月末 14,363 15.0 54.3 0.8 33.3 11.2 

５月末 14,787 18.4 55.2 1.0 32.1 10.9 

６月末 14,955 19.8 55.1 0.9 31.8 11.2 

(期  末)       

2026年７月21日 14,885 19.2 54.8 1.0 32.0 11.4 
 

（注） 騰落率は期首比です。 

（注） 当ファンドは親投資信託を組み入れますので、「株式組入比率」は実質比率を記載しております。 

（注） 当ファンドは親投資信託を組み入れますので、「株式先物比率」は実質比率を記載しております。また、株式先物比率には不動産投信指

数先物比率を含めて表示しております。 

（注） 当ファンドは親投資信託を組み入れますので、「債券組入比率」は実質比率を記載しております。 

（注） 当ファンドは親投資信託を組み入れますので、「投資信託証券組入比率」は実質比率を記載しております。 

（注） 株式先物比率は買い建て比率－売り建て比率。 
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九州ＳＤＧｓ・グローバルバランス 

○運用経過 (2025年７月23日～2026年７月21日) 

 
 

  

  
（注） 分配金再投資基準価額は、分配金（税引前）を分配時に再投資したものとみなして計算したもので、ファンド運用の実質的なパフォー

マンスを示すものです。 

（注） 分配金を再投資するかどうかについてはお客様がご利用のコースにより異なります。また、ファンドの購入価額により課税条件も異な

ります。したがって、お客様の損益の状況を示すものではありません。 

（注） 分配金再投資基準価額は、期首（2025年７月22日）の値が基準価額と同一となるように指数化しております。 

（注） 上記騰落率は、小数点以下第２位を四捨五入して表示しております。 

 

○基準価額の主な変動要因 

地政学リスクによるインフレや国内の財政拡張への懸念から金利が上昇し、国内債券価格が下落したこと

が主な下落要因となりました。内外株式はイラン情勢の影響を受けて一時的に下落しましたが、世界的なAI成

長期待を背景に期を通じて上昇したことが主な上昇要因となりました。 

 

 

  

期中の基準価額等の推移 
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九州ＳＤＧｓ・グローバルバランス 

投資対象とする各マザーファンドの当期末組入比率および期中騰落率 

 
＊ 純資産総額に対する比率です。 

 

 

国内債券市況 

国内長期金利は、前期末と比較して上昇（債券価格は下落）しました。期初は、日銀の消費者物価見通しが

引き上げられ、利上げ観測が台頭したことを受け、国内長期金利は上昇しました。その後も、積極的な財政政

策への警戒感から国債売りが強まったこと、2025年12月の金融政策決定会合で政策金利が0.75％へ引き上げ

られたこと、中東情勢の緊迫化による原油高と円安の進行を背景にインフレ懸念が再燃したことなどを受け、

上昇基調を維持しました。期末には、2026年６月の金融政策決定会合で政策金利が1.00％へ引き上げられ、さ

らに追加利上げ観測と財政拡張懸念を背景に長期金利は高水準で推移する展開となりました。 

 

先進国債券市況 

先進国長期金利は、前期末と比較して上昇（債券価格は下落）しました。期前半は、米雇用統計や物価指標

の下振れを受けて金融緩和期待が高まり、長期金利は低下しました。期中は、欧米の金融政策見通しや経済指

標を巡り強弱材料が交錯し、長期金利は方向感に欠ける展開となりました。その後、期後半は、イランを巡る

地政学リスクの高まりを受けた原油価格の上昇や、米経済指標の堅調さを背景とする利下げ期待の後退など

から、長期金利は上昇し、前期末を上回る水準で期を終えました。 

 

新興国債券市況 

新興国長期金利は、前期末と比較して上昇（債券価格は下落）しました。期初は、主要先進国の長期金利低

下や各国の金融緩和を背景に、新興国長期金利は概ね低下しました。しかし、期末にかけては、米国・イラン

間の紛争を受けた原油価格の上昇により世界的にインフレ懸念が高まったことから、長期金利には上昇圧力

がかかりました。アジア圏では、インドネシアが通貨安やインフレへの対応から利上げを実施したほか、イン

ドやタイなどでも長期金利が上昇しました。中南米地域では、メキシコで利下げが継続し、長期金利が低下し

た一方、ブラジルではインフレや財政運営を巡る懸念が意識され、長期金利が上昇しました。 

 

投資環境 
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九州ＳＤＧｓ・グローバルバランス 

国内株式市況 

国内株式市場は、前期末と比較して上昇しました。期前半は、AI関連銘柄を中心に成長期待での買いや高市

新政権の積極財政への期待から買いが入り、上昇基調となりました。期後半も上昇基調が続き、衆議院選挙で

自民党が勝利したことで上昇しましたが、中東情勢の悪化や原油価格の上昇により先行き不透明感が強まり

値動きの大きい相場展開となりました。期末にかけては、中東情勢リスクの緩和や半導体関連銘柄の好業績を

背景に上昇基調が強まり、東証株価指数（ＴＯＰＩＸ、配当込み）は一時史上最高値を更新し、その後は高値

圏で推移しました。 

 

先進国株式市況 

先進国株式市場は、前期末と比較して上昇しました。期初は、底堅い企業決算を背景に投資家心理が改善し、

複数の主要国株価指数が最高値を更新するなど堅調に推移しました。期中は、中東情勢の悪化に伴う原油価格

上昇を受け、景気鈍化懸念が強まり、一時下落する局面もありましたが、その後はAIや半導体関連銘柄への成

長期待、中東情勢の緩和期待などから再び上昇しました。期末にかけては、中東情勢の再緊迫化に加え、米国

のインフレ高止まりやFRB（米連邦準備制度理事会）が利上げに転じるとの見方が重なり、不安定な局面もあ

りましたが、高値圏で推移しました。 

 

新興国株式市況 

新興国株式市場は、前期末と比較して上昇しました。期初は、中国政府による景気刺激策や、半導体関連銘

柄の堅調な決算、AI需要の拡大などが追い風となり、上昇しました。期中は、中東情勢の緊迫化に伴う原油価

格上昇を受け、景気鈍化懸念が強まり、一時下落する局面がありました。その後は、中東情勢の緊張緩和に加

え、韓国や台湾でのAI・半導体関連銘柄の成長期待が相場を下支えしたことを背景に、上昇基調を維持しまし

たが、期末時点では利益確定売りや持ち高調整とみられる動きにより上げ幅を縮小しました。 

 

国内リート市況 

国内リート市場は、前期末と比較して上昇しました。期前半は、高市新政権の積極財政方針や政策金利の据

え置きが好感され、国内リート市場は堅調に推移しました。期後半は2026年３月以降の中東情勢の悪化によ

り、原油価格の上昇とそれに伴う物価上昇への懸念が高まったことで長期金利が上昇し、東証ＲＥＩＴ指数

（配当込み）は年初来安値を記録したものの、その後は長期金利の上昇が一服したと受け止められ上昇に転じ

る展開となりました。 

 

先進国リート市況 

先進国リート市場は、前期末と比較して上昇しました。期初は、米国で雇用悪化懸念を背景に利下げが進ん

だことに加え、堅調なAI需要からデータセンター関連リートが市場を牽引したことから、上昇しました。期中

は、中東情勢の悪化に伴う原油高を背景にインフレ懸念が高まり長期金利が上昇したことから、一時下落する

局面がありました。期末は、中東情勢の緊張緩和により投資家のリスク選好が回復し、AI需要を背景とした成

長期待も相場の支えとなり、上昇基調で推移しました。 

 

為替市況 

前期末と比較して、円は米ドル、ユーロの双方に対して円安となりました。 

米ドルに対して、期前半は米国の関税交渉の進展によりリスク選好が回復したことや、積極財政・金融緩和

志向の高市政権の発足を受け、円安米ドル高が進行しました。期後半は、日米金融当局によるレートチェック

観測や日本当局による為替介入とみられる動きなど不安定な局面もありましたが、日米金利差の拡大や日本
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の財政悪化懸念を背景に円安米ドル高基調が続きました。 

ユーロに対して、期前半は、ECB（欧州中央銀行）の利下げ停止観測や高市政権の財政拡張的政策から円が

売られたことで、円安ユーロ高が進行しました。期後半は、ECBのインフレ警戒姿勢によるユーロの下支えと

日銀の追加利上げ観測による円高圧力が交錯し、円安ユーロ高基調は維持されたものの、上昇幅は限定的とな

りました。 

新興国通貨について、輸出の底堅さや内需拡大政策が好感された中国や高金利政策をとる中南米通貨が堅

調に推移する一方、中東危機による悪影響が懸念されたアジア通貨は下落しました。 

 

 

当ファンドは、各マザーファンド受益証券への投資を通じ、実質的に国内、先進国および新興国の債券・株

式ならびに国内および先進国の不動産投資信託証券等への分散投資を行い、安定した収益の確保と信託財産

の中長期的な成長を目指して運用を行いました。 

各マザーファンド受益証券への投資比率の見直しは、独自の定量モデルを用いて算出した基本的資産配分

比率に基づき2026年３月に実施しました。なお、国内の債券については、九州に関連した運用、国内の株式お

よび先進国の債券・株式については、特にESG／SDGsを重視した運用を行いました。 

当期末における、九州に関連した運用を行うマザーファンド受益証券への投資比率は14.6％、特にESG／SDGs

を重視した運用を行うマザーファンド受益証券への投資比率は67.5％、またこれらの合計投資比率は82.1％

です。 

 

ＲＭ国内債券マザーファンド（九州重視型） 

九州の地方公共団体が発行する公募地方債およびわが国の国債に投資を行い、投資する債券の残存年限を

幅広く分散させることにより、金利変動に対するリスク分散効果や、利息収入の平準化を図り、安定した収益

の確保および信託財産の着実な成長を目指して運用を行いました。 

 

ＲＭ米ドル建ＳＤＧｓ債券マザーファンド（為替ヘッジあり） 

残存期間が10年程度までの米ドル建のSDGs債および先進国（日本を除く）の国債に投資し、投資する債券の

残存年限を幅広く分散させる運用を行いました。ポートフォリオの平均残存年数＊１は、期を通じて４年から

６年程度を維持しました。 

発行体の信用力やESG評価、流動性等を勘案しながら米ドル建のSDGs債を組み入れるとともに、米国債にも

投資を行い、金利変動に対するリスク分散効果や、利息収入の平準化を図り、安定した収益の確保および信託

財産の着実な成長を目指して運用を行いました。SDGs債については、ICMA（国際資本市場協会）による原則や

ガイドライン等にしたがい、環境・社会的課題解決に向けた資金調達を目的として発行された債券および事業

全体がSDGsに貢献すると考えられている機関が発行する債券（国際機関債等）の中から、市場環境と当ファン

ドの残高状況とのバランスを勘案しつつ投資を行い、期末時点の組入比率＊２はポートフォリオの約９割を占

めています。投資対象資産の通貨は対円で為替ヘッジ（為替の売り予約）を行いました。 
＊ １個別銘柄の組入比率で加重平均した値です。 

＊ ２ファンドが保有する公社債に対する組入比率です。 

 

ＲＭユーロ建ＳＤＧｓ債券マザーファンド（為替ヘッジあり） 

残存期間が10年程度までのユーロ建のSDGs債および先進国（日本を除く）の国債に投資し、投資する債券の

残存年限を幅広く分散させる運用を行いました。ポートフォリオの平均残存年数＊１は、期を通じて４年から

当ファンドのポートフォリオ 
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６年程度を維持しました。 

発行体の信用力やESG評価、流動性等を勘案しながらユーロ建のSDGs債を組み入れるとともに、欧州国債に

も投資を行い、金利変動に対するリスク分散効果や、利息収入の平準化を図り、安定した収益の確保および信

託財産の着実な成長を目指して運用を行いました。SDGs債については、ICMA（国際資本市場協会）による原則

やガイドライン等にしたがい、環境・社会的課題解決に向けた資金調達を目的として発行された債券および事

業全体がSDGsに貢献すると考えられている機関が発行する債券（国際機関債等）の中から、市場環境と当ファ

ンドの残高状況とのバランスを勘案しつつ投資を行い、期末時点の組入比率＊２はポートフォリオの約９割を

占めています。投資対象資産の通貨は対円で為替ヘッジ（為替の売り予約）を行いました。 
＊ １個別銘柄の組入比率で加重平均した値です。 

＊ ２ファンドが保有する公社債に対する組入比率です。 

 

ＲＭ新興国債券マザーファンド 

新興国の現地通貨建て債券を実質的な主要投資対象とし、ＪＰモルガンＧＢＩ―ＥＭグローバル・ダイバー

シファイド（円換算ベース）の動きに連動する投資成果を目指して運用を行いました。ＪＰモルガンＧＢＩ―

ＥＭグローバル・ダイバーシファイド（円換算ベース）への連動性を高めるため、ＥＴＦ（上場投資信託証券）

を活用して運用を行いました。なお、為替ヘッジ（為替の売り予約）は行っておりません。 

 

ＲＭ国内株式ＥＳＧマザーファンド 

国内の株式を主要投資対象とし、ＭＳＣＩ ジャパン ＥＳＧ セレクト・リーダーズ指数（配当込み）の動

きに連動する投資成果を目指してファンドの特性値（業種構成比など）をベンチマークに概ね一致させたポー

トフォリオを構築しました。 

 

ＲＭ先進国株式ＥＳＧマザーファンド 

日本を除く先進国の株式を主要投資対象とし、ＭＳＣＩ－ＫＯＫＵＳＡＩ ＥＳＧ リーダーズ指数（配当込

み、円換算ベース）の動きに連動する投資成果を目指してファンドの特性値（国別構成比、業種構成比など）

をベンチマークに概ね一致させたポートフォリオを構築しました。なお、為替ヘッジ（為替の売り予約）は

行っておりません。 

 

ＲＭ新興国株式マザーファンド 

新興国の株式を主要投資対象とし、ＭＳＣＩエマージング・マーケット指数（配当込み、円換算ベース）の

動きに連動する投資成果を目指してファンドの特性値（国別構成比、業種構成比など）をベンチマークに概ね

一致させたポートフォリオを構築しました。なお、為替ヘッジ（為替の売り予約）は行っておりません。 

 

ＲＭ国内リートマザーファンド 

国内の不動産投資信託証券を主要投資対象とし、東証ＲＥＩＴ指数（配当込み）の動きに連動する投資成果

を目指してファンドの特性値（用途別の比率など）をベンチマークに概ね一致させたポートフォリオを構築し

ました。 

 

ＲＭ先進国リートマザーファンド 

日本を除く先進国の不動産投資信託証券を主要投資対象とし、Ｓ＆Ｐ先進国ＲＥＩＴ指数（除く日本、配当

込み、円換算ベース）の動きに連動する投資成果を目指してファンドの特性値（国別構成比、用途別の比率な

ど）をベンチマークに概ね一致させたポートフォリオを構築しました。なお、為替ヘッジ（為替の売り予約）
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は行っておりません。 

 

 

当ファンドの運用方針に対し、適切に比較できる

指数が存在しないため、ベンチマークおよび参考指

数は設定しておりません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

当期の収益分配金につきましては、基準価額の水準、市況動向等を勘案した上で、分配を見送りとさせてい

ただきました。収益分配にあてなかった利益（留保益）につきましては、信託財産中に留保し、運用の基本方

針に基づいて運用を行います。 

 

○分配原資の内訳 

 （単位：円、１万口当たり・税込み） 

項 目 
第５期 

2025年７月23日～ 
2026年７月21日 

当期分配金 －  

(対基準価額比率) －％ 

 当期の収益 －  

 当期の収益以外 －  

翌期繰越分配対象額 4,900   
（注） 対基準価額比率は当期分配金（税込み）の期末基準価額（分配金込み）に対する比率であり、ファンドの収益率とは異なります。 

（注） 当期の収益、当期の収益以外は小数点以下切捨てで算出しているため合計が当期分配金と一致しない場合があります。  

当ファンドのベンチマークとの差異 

分配金 

  
（注） 基準価額の騰落率は分配金（税引前）込みです。 
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○今後の運用方針 

引き続き、安定した収益の確保と信託財産の中長期的な成長を目指して運用を行います。 

各マザーファンド受益証券への投資比率は、信託財産の中長期的な成長を目的に独自の定量モデルを用い

て算出した基本的資産配分比率に基づき決定します。次回の見直しは2027年３月頃を予定しています。 

 

ＲＭ国内債券マザーファンド（九州重視型） 

引き続き、九州の地方公共団体が発行する公募地方債およびわが国の国債に投資を行い、投資する債券の残

存年限を幅広く分散させることにより、金利変動に対するリスク分散効果や、利息収入の平準化を図り、安定

した収益の確保を目指します。 

 

ＲＭ米ドル建ＳＤＧｓ債券マザーファンド（為替ヘッジあり） 

引き続き、残存期間が10年程度までの米ドル建のSDGs債および先進国（日本を除く）の国債に投資し、投資

する債券の残存年限を幅広く分散させる運用を行います。 

発行体の信用力やESG評価、流動性等を勘案しながら米ドル建のSDGs債を組み入れるとともに、米国債にも

投資を行い、金利変動に対するリスク分散効果や、利息収入の平準化を図り、安定した収益の確保および信託

財産の着実な成長を目指して運用を行う方針です。SDGs債については、ICMAによる原則やガイドライン等にし

たがい、環境・社会的課題解決に向けた資金調達を目的として発行された債券および事業全体がSDGsに貢献す

ると考えられている機関が発行する債券（国際機関債等）の中から、市場環境と当ファンドの残高状況とのバ

ランスを勘案しつつ、ポートフォリオへ組み入れる方針です。なお、原則として、為替ヘッジ（為替の売り予

約）を行います。 

 

ＲＭユーロ建ＳＤＧｓ債券マザーファンド（為替ヘッジあり） 

引き続き、残存期間が10年程度までのユーロ建のSDGs債および先進国（日本を除く）の国債に投資し、投資

する債券の残存年限を幅広く分散させる運用を行います。 

発行体の信用力やESG評価、流動性等を勘案しながらユーロ建のSDGs債を組み入れるとともに、欧州国債に

も投資を行い、金利変動に対するリスク分散効果や、利息収入の平準化を図り、安定した収益の確保および信

託財産の着実な成長を目指して運用を行う方針です。SDGs債については、ICMAによる原則やガイドライン等に

したがい、環境・社会的課題解決に向けた資金調達を目的として発行された債券および事業全体がSDGsに貢献

すると考えられている機関が発行する債券（国際機関債等）の中から、市場環境と当ファンドの残高状況との

バランスを勘案しつつ、ポートフォリオへ組み入れる方針です。なお、原則として、為替ヘッジ（為替の売り

予約）を行います。 

 

ＲＭ新興国債券マザーファンド 

引き続き、主としてＪＰモルガンＧＢＩ―ＥＭグローバル・ダイバーシファイド（円換算ベース）に連動す

る投資成果を目指して運用を行います。なお、ＪＰモルガンＧＢＩ―ＥＭグローバル・ダイバーシファイド

（円換算ベース）との連動性を高めるため、新興国債券の指数を対象指数としたＥＴＦ（上場投資信託証券）

を活用しながら運用を行う方針です。なお、原則として、為替ヘッジ（為替の売り予約）は行いません。 
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ＲＭ国内株式ＥＳＧマザーファンド 

引き続き、主としてＭＳＣＩ ジャパン ＥＳＧ セレクト・リーダーズ指数（配当込み）に採用されている

国内の株式に投資し、ＭＳＣＩ ジャパン ＥＳＧ セレクト・リーダーズ指数（配当込み）の動きに連動する

投資成果を目指して運用を行います。 

 

ＲＭ先進国株式ＥＳＧマザーファンド 

引き続き、主としてＭＳＣＩ－ＫＯＫＵＳＡＩ ＥＳＧ リーダーズ指数（配当込み、円換算ベース）に採用

されている日本を除く先進国の株式に投資し、ＭＳＣＩ－ＫＯＫＵＳＡＩ ＥＳＧ リーダーズ指数（配当込

み、円換算ベース）の動きに連動する投資成果を目指して運用を行います。なお、原則として、為替ヘッジ（為

替の売り予約）は行いません。 

 

ＲＭ新興国株式マザーファンド 

引き続き、主としてＭＳＣＩエマージング・マーケット指数（配当込み、円換算ベース）に採用されている

新興国の株式に投資し、ＭＳＣＩエマージング・マーケット指数（配当込み、円換算ベース）の動きに連動す

る投資成果を目指して運用を行います。なお、原則として、為替ヘッジ（為替の売り予約）は行いません。 

 

ＲＭ国内リートマザーファンド 

引き続き、主として東証ＲＥＩＴ指数（配当込み）に採用されている不動産投資信託証券に投資し、東証

ＲＥＩＴ指数（配当込み）の動きに連動する投資成果を目指して運用を行います。 

 

ＲＭ先進国リートマザーファンド 

引き続き、主としてＳ＆Ｐ先進国ＲＥＩＴ指数（除く日本、配当込み、円換算ベース）に採用されている不

動産投資信託証券および不動産関連株式に投資し、Ｓ＆Ｐ先進国ＲＥＩＴ指数（除く日本、配当込み、円換算

ベース）の動きに連動する投資成果を目指して運用を行います。なお、原則として、為替ヘッジ（為替の売り

予約）は行いません。 
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○１万口当たりの費用明細 (2025年７月23日～2026年７月21日) 

項 目 
当 期 

項 目 の 概 要 
金 額 比 率 

  円 ％  

（a） 信 託 報 酬 151  1.097  (a)信託報酬＝期中の平均基準価額×信託報酬率 

 （ 投 信 会 社 ） ( 73)  (0.532)  ファンドの運用・調査、基準価額の計算、開示資料作成等の対価 

 （ 販 売 会 社 ） ( 73)  (0.532)  交付運用報告書等各種書類の送付、口座内でのファンドの管理、購入後の 
情報提供等の対価 

 （ 受 託 会 社 ） (  5)  (0.033)  運用財産の管理、投信会社からの指図の実行の対価 

（b） 売 買 委 託 手 数 料 1   0.005   (b)売買委託手数料＝期中の売買委託手数料÷期中の平均受益権口数 
売買委託手数料は、有価証券等の売買の際、売買仲介人に支払う手数料 

 （ 株  式 ） (  0)  (0.003)   

 （ 投 資 信 託 証 券 ） (  0)  (0.001)   

 （ 先 物 ・ オ プ シ ョ ン ） (  0)  (0.001)   

（c） 有 価 証 券 取 引 税 1   0.008   (c)有価証券取引税＝期中の有価証券取引税÷期中の平均受益権口数 
有価証券取引税は、有価証券の取引の都度発生する取引に関する税金 

 （ 株  式 ） (  1)  (0.007)   

 （ 投 資 信 託 証 券 ） (  0)  (0.001)   

（d） そ の 他 費 用 6   0.044   (d)その他費用＝期中のその他費用÷期中の平均受益権口数 

 （ 保 管 費 用 ） (  5)  (0.033)  保管費用は、海外における保管銀行等に支払う有価証券等の保管及び資金の 
送金・資産の移転等に要する費用 

 （ 監 査 費 用 ） (  1)  (0.007)  監査費用は、監査法人等に支払うファンドの監査に係る費用 

 （ そ の 他 ） (  1)  (0.005)  その他は、権利・配当にかかる税金及びその払戻し、ファンドの運営管理にか
かる費用等 

 合 計 159   1.154    

期中の平均基準価額は、13,781円です。  

 
（注） 期中の費用（消費税等のかかるものは消費税等を含む）は、追加・解約により受益権口数に変動があるため、簡便法により算出した結

果です。 
（注） 各金額は項目ごとに円未満は四捨五入してあります。 
（注） 売買委託手数料、有価証券取引税およびその他費用は、このファンドが組み入れている親投資信託が支払った金額のうち、当ファンド

に対応するものを含みます。 
（注） 各比率は１万口当たりのそれぞれの費用金額（円未満の端数を含む）を期中の平均基準価額で除して100を乗じたもので、項目ごとに

小数第３位未満は四捨五入してあります。   
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九州ＳＤＧｓ・グローバルバランス 

（参考情報） 

◯総経費率 

当期中の運用・管理にかかった費用の額（原則として、募集手数料、売買委託手数料及び有価証

券取引税を除く。）を期中の平均受益権口数に期中の平均基準価額（１口当たり）を乗じた数で除

した総経費率（年率）は1.13％です。 
 

  
（注） 当ファンドの費用は１万口当たりの費用明細において用いた簡便法により算出したものです。 

（注） 各費用は、原則として、募集手数料、売買委託手数料及び有価証券取引税を含みません。 

（注） 各比率は、年率換算した値です。 

（注） 当ファンドの費用は、マザーファンドが支払った費用を含みます。 

（注） 上記の前提条件で算出したものです。このため、これらの値はあくまでも参考であり、実際に発生した費用の比率とは異なります。 
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九州ＳＤＧｓ・グローバルバランス 

○売買及び取引の状況 (2025年７月23日～2026年７月21日) 

 

銘 柄 
設 定 解 約 

口 数 金 額 口 数 金 額 
 千口 千円 千口 千円 
ＲＭ国内リートマザーファンド － － 15,819 26,364 

ＲＭ新興国株式マザーファンド － － 13,479 36,554 
ＲＭ先進国リートマザーファンド － － 27,644 55,657 
ＲＭ国内株式ＥＳＧマザーファンド － － 29,387 69,155 
ＲＭ先進国株式ＥＳＧマザーファンド 13,159 39,390 49,364 147,029 
ＲＭ新興国債券マザーファンド － － 4,447 7,163 
ＲＭ米ドル建ＳＤＧｓ債券マザーファンド（為替ヘッジあり） 1,756 1,515 116,555 99,935 
ＲＭユーロ建ＳＤＧｓ債券マザーファンド（為替ヘッジあり） 7,111 6,167 7,606 6,681 
ＲＭ国内債券マザーファンド（九州重視型） 98,021 92,762 7,557 7,258 

 
 
 

○株式売買比率 (2025年７月23日～2026年７月21日) 

 

項 目 
当 期 

ＲＭ新興国株式 
マザーファンド 

ＲＭ先進国リート 
マザーファンド 

ＲＭ国内株式ＥＳＧ
マザーファンド 

ＲＭ先進国株式ＥＳＧ 
マザーファンド 

(a) 期中の株式売買金額 21,144,433千円 420,906千円 11,829,041千円 14,094,644千円 
(b) 期中の平均組入株式時価総額 62,157,351千円 779,082千円 7,645,746千円 22,783,905千円 

(c) 売買高比率（a）／（b） 0.34   0.54   1.54   0.61   
 
（注） (b)は各月末現在の組入株式時価総額の平均。 

（注） 外国の取引金額は、各月末（決算日の属する月については決算日）の対顧客電信売買相場の仲値により邦貨換算した金額の合計です。

 

○利害関係人との取引状況等 (2025年７月23日～2026年７月21日) 

 

 該当事項はございません。 

 
利害関係人とは、投資信託及び投資法人に関する法律第11条第1項に規定される利害関係人です。 

 

  

親投資信託受益証券の設定、解約状況 
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九州ＳＤＧｓ・グローバルバランス 

○第一種金融商品取引業、第二種金融商品取引業又は商品取引受託業務を兼業している委託会社の自己取引状況 (2025年７月23日～2026年７月21日) 

 

 該当事項はございません。 

 

○自社による当ファンドの設定・解約状況 (2025年７月23日～2026年７月21日) 

 

 該当事項はございません。 

 

○組入資産の明細 (2026年７月21日現在) 

 

銘 柄 
期首(前期末) 当 期 末 

口 数 口 数 評 価 額 

 千口 千口 千円 

ＲＭ国内リートマザーファンド 44,736 28,916 48,110 

ＲＭ新興国株式マザーファンド 49,593 36,113 122,548 

ＲＭ先進国リートマザーファンド 75,478 47,833 115,504 

ＲＭ国内株式ＥＳＧマザーファンド 102,951 73,564 212,608 

ＲＭ先進国株式ＥＳＧマザーファンド 232,006 195,801 687,596 

ＲＭ新興国債券マザーファンド 23,997 19,549 34,497 

ＲＭ米ドル建ＳＤＧｓ債券マザーファンド（為替ヘッジあり） 308,983 194,184 165,348 

ＲＭユーロ建ＳＤＧｓ債券マザーファンド（為替ヘッジあり） 183,336 182,842 159,255 

ＲＭ国内債券マザーファンド（九州重視型） 189,398 279,861 264,357 
 
 
 

  

親投資信託残高 
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九州ＳＤＧｓ・グローバルバランス 

○投資信託財産の構成 (2026年７月21日現在) 

項 目 
当 期 末 

評 価 額 比 率 

 千円 ％ 

ＲＭ国内リートマザーファンド 48,110 2.6 

ＲＭ新興国株式マザーファンド 122,548 6.7 

ＲＭ先進国リートマザーファンド 115,504 6.3 

ＲＭ国内株式ＥＳＧマザーファンド 212,608 11.7 

ＲＭ先進国株式ＥＳＧマザーファンド 687,596 37.7 

ＲＭ新興国債券マザーファンド 34,497 1.9 

ＲＭ米ドル建ＳＤＧｓ債券マザーファンド（為替ヘッジあり） 165,348 9.1 

ＲＭユーロ建ＳＤＧｓ債券マザーファンド（為替ヘッジあり） 159,255 8.7 

ＲＭ国内債券マザーファンド（九州重視型） 264,357 14.5 

コール・ローン等、その他 13,353 0.8 

投資信託財産総額 1,823,176 100.0 
 

（注） 比率は、投資信託財産総額に対する割合です。 

（注） ＲＭ新興国株式マザーファンドにおいて、当期末における外貨建純資産（74,550,313千円）の投資信託財産総額（74,667,066千円）に

対する比率は99.8％です。 

（注） ＲＭ先進国リートマザーファンドにおいて、当期末における外貨建純資産（113,218,007千円）の投資信託財産総額（113,225,599千円）

に対する比率は100.0％です。 

（注） ＲＭ先進国株式ＥＳＧマザーファンドにおいて、当期末における外貨建純資産（27,702,402千円）の投資信託財産総額（27,731,384千

円）に対する比率は99.9％です。 

（注） ＲＭ新興国債券マザーファンドにおいて、当期末における外貨建純資産（25,074,517千円）の投資信託財産総額（25,177,209千円）に

対する比率は99.6％です。 

（注） ＲＭ米ドル建ＳＤＧｓ債券マザーファンド（為替ヘッジあり）において、当期末における外貨建純資産（3,785,921千円）の投資信託財

産総額（3,835,093千円）に対する比率は98.7％です。 

（注） ＲＭユーロ建ＳＤＧｓ債券マザーファンド（為替ヘッジあり）において、当期末における外貨建純資産（3,513,002千円）の投資信託財

産総額（3,569,955千円）に対する比率は98.4％です。 

（注） 外貨建資産は、期末の時価をわが国の対顧客電信売買相場の仲値により邦貨換算したものです。1米ドル=162.55円、1カナダドル=115.51

円、1メキシコペソ=9.335円、1ブラジルレアル=31.9217円、1チリペソ=0.17396円、1コロンビアペソ=0.049888円、1ユーロ=185.55円、1

英ポンド=218.42円、1スイスフラン=200.60円、1スウェーデンクローナ=16.78円、1ノルウェークローネ=16.81円、1デンマーククローネ

=24.82円、1トルコリラ=3.4475円、1チェココルナ=7.6702円、1ハンガリーフォリント=0.51259円、1ポーランドズロチ=42.834円、1オー

ストラリアドル=113.85円、1ニュージーランドドル=95.30円、1香港ドル=20.73円、1シンガポールドル=125.88円、1マレーシアリンギッ

ト=39.7527円、1タイバーツ=4.82円、1フィリピンペソ=2.6355円、1インドネシアルピア=0.0091円、1韓国ウォン=0.109879円、1新台湾

ドル=5.0373円、1オフショア人民元=24.017円、1インドルピー=1.70円、1イスラエルシュケル=53.2695円、1クウェートディナール=526.22

円、1サウジアラビアリアル=43.37円、1カタールリアル=44.68円、1南アフリカランド=9.85円、1アラブディルハム=44.34円。 

 

○特定資産の価格等の調査 (2025年７月23日～2026年７月21日) 

 

 該当事項はございません。 
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九州ＳＤＧｓ・グローバルバランス 

○資産、負債、元本及び基準価額の状況 （2026年７月21日現在) 

項 目 当 期 末 

  円 

(A) 資産 1,823,176,250   

 コール・ローン等 13,348,072   

 ＲＭ国内リートマザーファンド(評価額) 48,110,740   

 ＲＭ新興国株式マザーファンド(評価額) 122,548,820   

 ＲＭ先進国リートマザーファンド(評価額) 115,504,484   

 ＲＭ国内株式ＥＳＧマザーファンド(評価額) 212,608,368   

 ＲＭ先進国株式ＥＳＧマザーファンド(評価額) 687,596,555   

 ＲＭ新興国債券マザーファンド(評価額) 34,497,402   

 ＲＭ米ドル建ＳＤＧｓ債券マザーファンド（為替ヘッジあり）(評価額) 165,348,297   

 ＲＭユーロ建ＳＤＧｓ債券マザーファンド（為替ヘッジあり）(評価額) 159,255,588   

 ＲＭ国内債券マザーファンド（九州重視型）(評価額) 264,357,614   

 未収利息 310   

(B) 負債 9,645,287   

 未払解約金 2,999   

 未払信託報酬 9,583,927   

 その他未払費用 58,361   

(C) 純資産総額(Ａ－Ｂ) 1,813,530,963   

 元本 1,218,392,935   

 次期繰越損益金 595,138,028   

(D) 受益権総口数 1,218,392,935口 

 １万口当たり基準価額(Ｃ／Ｄ) 14,885円 
 

（注） 当ファンドの期首元本額は1,442,920,870円、期中追加設定元本

額は21,281,346円、期中一部解約元本額は245,809,281円です。

（注） 当期末の１口当たり純資産額は1.4885円です。 
 

○損益の状況 (2025年７月23日～2026年７月21日) 

項 目 当 期 

  円 

(A) 配当等収益 49,119   

 受取利息 49,119   

(B) 有価証券売買損益 308,595,748   

 売買益 335,299,063   

 売買損 △ 26,703,315   

(C) 信託報酬等 △ 19,436,598   

(D) 当期損益金(Ａ＋Ｂ＋Ｃ) 289,208,269   

(E) 前期繰越損益金 297,712,674   

(F) 追加信託差損益金 8,217,085   

 (配当等相当額) (   10,141,722)  

 (売買損益相当額) (△  1,924,637)  

(G) 計(Ｄ＋Ｅ＋Ｆ) 595,138,028   

(H) 収益分配金 0   

 次期繰越損益金(Ｇ＋Ｈ) 595,138,028   

 追加信託差損益金 8,217,085   

 (配当等相当額) (   10,180,314)  

 (売買損益相当額) (△  1,963,229)  

 分配準備積立金 586,920,943   
 

（注） 損益の状況の中で(B)有価証券売買損益は期末の評価換えによ

るものを含みます。 

（注） 損益の状況の中で(C)信託報酬等には信託報酬に対する消費税

等相当額を含めて表示しています。 

（注） 損益の状況の中で(F)追加信託差損益金とあるのは、信託の追

加設定の際、追加設定をした価額から元本を差し引いた差額分

をいいます。 

（注） 計算期間末における費用控除後の配当等収益（29,137,036円）、

費用控除後の有価証券等損益額（260,071,233円）、信託約款に

規定する収益調整金（10,180,314円）および分配準備積立金

（297,712,674円）より分配対象収益は597,101,257円（１万口当

たり4,900円）ですが、当期に分配した金額はありません。 
 

 

○分配金のお知らせ  

１万口当たり分配金（税込み） 0円 
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九州ＳＤＧｓ・グローバルバランス 

○お知らせ 

・「一般社団法人投資信託協会」を「一般社団法人資産運用業協会」に変更するため、約款に所要の変更を行

いました。（2026年４月１日） 

 

＜当ファンドが投資対象とするＲＭ国内債券マザーファンド（九州重視型）、ＲＭ新興国債券マザーファンド、

ＲＭ国内株式ＥＳＧマザーファンド、ＲＭ先進国株式ＥＳＧマザーファンド、ＲＭ新興国株式マザーファンド、

ＲＭ国内リートマザーファンドおよびＲＭ先進国リートマザーファンドは以下の約款変更を行いました。＞ 

・「一般社団法人投資信託協会」を「一般社団法人資産運用業協会」に変更するため、約款に所要の変更を行

いました。（2026年４月１日） 

 

＜当ファンドが投資対象とするＲＭ米ドル建ＳＤＧｓ債券マザーファンド（為替ヘッジあり）およびＲＭユーロ

建ＳＤＧｓ債券マザーファンド（為替ヘッジあり）は以下の約款変更を行いました。＞ 

・「一般社団法人投資信託協会」を「一般社団法人資産運用業協会」に変更するため、約款に所要の変更を行

いました。（2026年４月１日） 

・当親投資信託に投資を行う投資信託の商品性の向上のため、親投資信託申込日の前営業日の基準価額をもっ

て設定・解約を行うこととするための変更を行いました。（2026年６月11日） 
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